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桜の木製パネル寄贈報告
　ニュースレター#25「桜の花をモチーフにした木製パネル」、
#28「新嘉坡日本人小学校の面影」、#61「桜の木製パネル設
置報告」にてお伝えしたとおり、戦前の旧日本小学校から受け
継いだ4枚の桜の木製パネルは、そのうちの3枚を日本人会アト
リウムに設置しました。
　そして残りの1枚を、このたび日本人学校小学部チャンギ校に
寄贈しました。
　桜の木製パネルが旧日本小学校からどのように受け継がれ
てきたのか、説明書きも一緒に寄贈しましたので、チャンギ校で
ぜひご覧ください。
　この木製パネルを長い間保管してくださっていたスタン
フォードプライマリースクールより連絡をいただいて、日本人会
がそれを受け継いだのが、2022年12月でした。
　それから史蹟史料部ではパネルの歴史を調べ、今後どのよう
に保管していくか検討し、日本人会2階アトリウムに設置をして
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　左より、日本人学校 山田事務局長、チャンギ校 中谷校長先生、
史蹟史料部 両頭、竹本副事務局長
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在留邦人の皆様にご覧いただける場所に展示しました。
　しかしこのパネルは元々は日本小学校にあったとされるもの
ですので、日本人学校にもお譲りしたいという気持ちで日本人
学校 山田事務局長にご相談させていただきました。
　日本人会がこのパネルを受け継いでから2年、2024年12月
にチャンギ校に寄贈することができ、桜の木製パネルを本来の
場所にお返しできたような気がしています。
　ご対応いただいた中谷校長先生に御礼申し上げます。
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編集室より　
　「一期一会」

　「日本でも会いましょうね！」「また世界のどこかで！」こんな会話が聞こえ始める
時期がやってきました。別れはどんな時も悲しいものです。このシンガポールで出
会ったこと、そして一緒に過ごした時間を考えると心にぽっかりと穴が空いたような
何とも言えない寂しい気持ちになってしまいます。慣れない環境で切磋琢磨し、お
互い励ましあって過ごした日々。毎日を共に過ごしてきた仲間たちとの別れは、どこ
か一人だけここに取り残されてしまったような気持ちになります。けれど、それもまた海外あるあるでしょうか。すぐに新
しい出会いがあり、新しい仲間との毎日が始まっていきます。あまりの時間の流れの早さに「あの人は今元気かな？」
と思い出すこともなく毎日が過ぎていきます。出会いと別れを繰り返す日々に終わりはありません。ふと立ち止まり、こ
れまでを懐かしむ３月。今年もまたたくさんの出会いと別れを経験することになりそうです。一つ一つの出会いと別れ
に感謝をして、時間に流されすぎず「今」を大切に過ごしていきたいと思います。

（日本人学校小学部クレメンティ校　編集部　川崎有希）


